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第 3章 海事産業の競争力強化に関する課題と対応の

方向性 
 
3-1 海事産業の競争力強化に関するヒアリングの実施 
   第 1 回 WG（2022 年 11 月開催）における議論において、整理すべき論点の洗い出

しを行った。その結果を踏まえ、関連事業者に対して以下のとおりヒアリングを実

施したところ、そのヒアリング結果の詳細は【別添 3】（非公表）のとおりであった。 
 
   ヒアリング実施期間 ：2022 年 12 月下旬から 2023 年３月上旬 

ヒアリング協力事業者：造船関係 8 社 
              舶用機器関係 6 社 
              海運関係 4 社 
              金融関係 4 社 
 
 
3-2 課題と対応の方向性 
   関係事業者へのヒアリング結果を踏まえ、①船舶設計・建造、②舶用機器関連技

術、③船舶の所有・運航、④一部燃料のガステストの実施、の４つの観点から【別

添 4】（非公表）、【別添 5（別添 4 の簡略版）】のとおり課題と対応の方向性をとりま

とめた。 
   このとりまとめは、ヒアリング結果から得られた内容であり、2050 年カーボン

ニュートラルの実現に関する全ての課題を把握したものではないため、引き続きヒ

アアリングの実施が必要である。 
   また、対応の方向性については、具体的な取組に繋げていく必要があるため、引

き続き関係者からの意見を聴取しながら検討を進める必要がある。 
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Article 20 

REMEDIAL 

a) Remedial Penalty with respect to compliance balance for greenhouse gas intensity of the ship, in respect to Article 4.2

b)    Compliance Balance with respect to RFNBO quota, in respect to Article 4a (3) 

a) Remedial Penalty with respect to compliance balance for greenhouse gas intensity of the ship, in respect to Article 4.2 

b) Remedial Penalty with respect to RFNBO quota, with respect to Article 4a(3) 

remedial 
Member State’s competent authority , based on the information provided by the verifier, 

s in , for the greenhouse gas intensity limits and, where applicable, the 
RFNBO quota, as referred to in Articles 4(2) and 4a(3) respectively. 
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別添 3 



 

 

 

 
 
（非公表） 

別添 4 



国際海運のゼロエミ化に係る課題と対応の方向性（案）の概要

アンモニア燃料船

メタノール燃料船

荷 主 船舶運航者 船舶所有者 舶用機器会社

資本費・運航費の増大に伴う運賃・用船料上昇ゼロエミッション船
（共通）

必要な船員の確保

試運転時間の増加・設備不足
（生産台数の減少）

造船所

機器の調達・製造

艤装工数等の増加に伴う
生産減少

艤装岸壁、クレーン能力の不足

燃料タンク塗装等の対応能力

設計会社の図面活用、造船会社
間における図面共有等

輸 送 船舶の調達・建造

船舶の手配

設計 生産

ゼロエミ燃料船の建造に必要な技能者の確保

今後のゼロエミ化の見通し（道筋）の共有

生産基盤を支える人材確保等の検討

複数の燃料オプションへの対応は
人的リソースの観点から困難

燃料タンク・機器等の標準化

ガステストの設備・人材不足

船隊整備のリスク低減、
国際統一的なルール導入

燃料特性に応じた船員の要件の検討
船員教育訓練機関との連携

安全性や環境影響等の懸念

ガステスト国内実施に向けた調整・議論、海外ガステストの対応検討

ファイナンスのリスク
増大

安全確保のためのバンカリングガイドライン、
環境影響等の調査による理解醸成

生産能力の維持等のための検討

 以下は、国際海運のゼロエミ化に向けて、それぞれのステークホルダーにおける課題、たたき台として対応の⽅向性（案）について、
⼀覧にまとめたものである。

 必要な対応の内容について検討を⾏うとともに、ゼロエミ化の動向等を踏まえて、対応時期（時間軸）を含めてさらに検討。

必要な燃料の確保

グリーン海運回廊等の検討等を通じた、エネル
ギー業界との連携、国際統一的なルール導入

設計負荷が高まる（特に機装・船
殻）

燃料特性への知見が不十分
（リスク評価、設計に必要）

複数の燃料オプションへの対応は
人的リソースの観点から困難

設備投資のリスク軽減
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